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第三次行革審 (鈴木永二会長)に『公

｣E ･透明な行政手続部会』 が設置され平成
3 年 1月 21月、 第 1回の部会が開催された。
この部会は、 行政手続法の制定に向けて

の審議会であり、 その取り纏めを本年11月

をめどとしている。
行政書士にとって、何故行政手続法が重
要な制度なのかを、 私のような浅学非才な

者が述べることより、 憲法の杉村敏正先生

がロ本公法学会創立40周年記念講演会で講
演された『行政手続法に関する若干の考察』
と題する講演録の、 はじめと最後の部分の

一部を引用させて頂きたい。
｢そこで、 『行政手続法に関する若干の

考察』 というテーマを選びましたが、 この

テーマを選んだ理由は二つあります。 その

一は、 行政手続法は、 いまから話しますよ

うに、 行政法に関する諸課題のうちでも極

めて重要な課題の一つでありますが、 残念

ながら、 行政実務家、 法曹の間では、 その

重要性の認識がその重要性に比して薄弱で
あると思うからであります。 …･…“。 とこ

ろで、 手続法が実体法に劣らず重要である

ということは、 たとえば、 刑事法の領域で

問題となっています冤罪事件一つを考えて

いただければ分ると思います。 事実誤認の

ために死刑の判決が確定し、 その後、 冤罪

であると判った。 やはり、 手続法も実体法

とともに、 または実体法に劣らず重要であ

るといわざるをえません。 そうして、 この

ことは行政法についても妥当するわけであ

ります。 ｣ そうして、 講演のおわりの項で

次のように述べられております。 ｢わが国

は、 現在、 経済的には先進国であります。
しかし、 行政手続法については後進国であ

るといわざるをえません。 憲法は国民のた

めにあるものであって、 国民のものであり

ます。 決して、 憲法は政府のためにあるも

のではなく、 政府のものではありません。
憲法は、 国民が政府に国政を信託するに際

して、 国民の福祉のために、 政府が信託さ

れた国政を行うについて遵守すべき最小限

度のことを定めたものと考えます。 いま論

じて居ります行政手続法も、 国民のための

もの、 国民のものでなければならないと思

います。 公正にして民主的な手続をとるこ

とを義務づけ、 国民にこのような手続をと

ることを請求する権利をみとめる法律の制

定に、拘束される側である行政機関が容易

に積極的になるとは考えられません。 それ

だけに、 一層、 行政手続法についての国民

の理解が広まることが必要であると思いま

す。』

このように述べられております。 勿論、
これだけでは行政手続法とは、 どのような

内容をもつものか理解することはできない。
しかし、 行政手続法なる制度が必要である

とする、 その精神は理解することができる

はずである。

行政書士が依頼者から行政書士法に基づ

く業務を受けた場合、 (特に、 許認可巾着

手続) 依頼者の法律との権利、 利益を得る

ため、当該申請が法令に定める要件に適合

しているか否かを調査し検討を加え、 その

行政手続法と行政書士
米 倉 博
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結果書類作成に至るのであるが、 こをを処

分する行政庁の受付から始まって審査、 処

分の決定となる過程において、 さまざまな

判断がなされる訳であるが、 この判断の基

準となる法令や公表された処分基準からか

け離れた内部基準なるものや担当職員の独

創 ( ? ) が処分の決定に強い影響を与える

傾向を実務の経験から感じられたことが多

々あると思う。 即ち国民のための制度から

行政庁の権力を背景に、懇意、 独断が行政

目的を達成せんがためだけに行われている

場合のことを実務の経験から、 果たして、

当該制度は誰のためにあるのか、 という疑

問をもたないものは、 いないであろう。

行政書士の業務を行う上で法令によって

定められた処分基準を行政庁が正確に把握

し慎重に取り扱い、 忠実にそれを遵守さえ

してくれれば依頼者に対して余分な負担や

不利益を与えずにすむのである。 このよう

な手続に係ることを業とする行政書士が声

を大にして行政手続法の制定を求め、 更に

実務で得た種々の問題点を指摘して行政手

続法に反映させることこそが地域住民の法

的生活の一部を援助する煮の責任であろう。

ここに、 行政手続法と行政書士の接点があ

ると考えるところである。

第三次行革審の『公正 ･透明な行政事続

部会』 は、 平成元年10月報告された、行政

手続法研究会 (第二次、座長塩野宏) の統

一的行政手続法に関する要綱案が、 審議の

対象となるものと考えられる。 そこで、 こ

の要綱案について実務の経験から、 これだ

けは最小限どうしても規定すべきであると

思われる点を述べてみる。 それはご、点ある。
一つは、 対象となる処分の範囲である。 こ

の要綱案の対象となる処分の範囲は、
｢特定の者を名宛人としてこれに義務を課し、

　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　

又は権利を制限する処分 (以下 ｢侵害処分｣

という。 ) とする｣ (第 0401 条 1 頃)とな

っている。 このような侵害処分に該当する

ものとしては、 例えば、 として幾つかの処

分を上げているが、 ここでは、 行政書士の

最も関係の深いもののみに止める。

許言忍可等の取消、 撤回、 廃止、 停止、 更

新の拒否。 即ち、 行政手続法の対象となる

処分の範囲は、 既得権の侵害処分であって、

既得権の侵害には当らない場合は、 統一法

(行政手続法) の適用はないということで

ある。 私の数十年間の拙い実務の経験から、

このような侵害処分にあったことはない。

またそのような話も耳にしたことがない。

実態としては、 ここでいう侵害処分は少

ないのではないだろうか、 と思われる。 更

に要綱案は、 既得権の侵害に当らない処分

について次のように説明している。 ｢次の

ような処分類型に屈するものは、 ここでい

う侵害処分には含まれないが、 これらの処

分について、 他の法律の定めにより独白に

事前手続を置き、 又は統一法の手続を準用

することは差し支えない。 ｣ という。

そうすると、 行政書士が、 日常実務の上

で地域住民の許認可等の申請を代行するに

当って、 問題となる行政庁の処分基準の不

明確さや担当職員の懇意、 独断 (担当職員

の交代或はその職員、 職員によってまちま

ちな判断がなされている現状は、 特別珍し

いことではなく ｢l常茶飯事である。 ) によ

る地域住民の負担や不利益は、 他の法律で

事前手続を定めなさい、 統一法を準用しな

さい、 というような訓示で解決されるであ

ろうか。 杉村敏正先生がいわれるように、

行政機関が、個別法に事前手続規定や統一

法の準用規定の整備を容易に積極的に取り

組むとは考えられないからである。 多くは、
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既得権の侵害より、 中精子続において不満
があると考えるのが実務家の経験である。 従
って、 申請に基づく処分についても事前手続
の対象として統一法に定めるべきである。
杉村先生も、第一次要綱案 (法令に基づ
く中精に対する何らかの処分についても、
行政庁が処分をしようとする場合において、
当該処分につき意見のある者は、 行政庁に
対して意見を述べることができるものとす
る。 となっていて、 申請に基づく処分は聴
聞手続の対象になっておらず個別法の定め
に委ねられていた。 ) のこの件に対して、
意見を述べるだけでなく、 聴聞手続も必要
ではないか、 この点問題の余地があろうと
思われると述べられている。 又行政法の田

中舘照橘先生は、侵害処分を既得権の侵害
のみを対象とした行政手続を、 ｢適正,手続

を期待している国民の側からいえば、 原則

としてすべての行政処分に適正手続の理論
が適用されるべきであろう。 ｣ と、 述べて

いる (わが国の続…的行政手続法制定の動
向 ( 7 ) 、 判例時報1366号)

二点目についてであるが、 第二次要綱案

は、 処分手続を中心とし、 それに行政指導

手続を加えた統一的な行政手続制度につい
て纏められている。
湾岸戦争で、 国会が自衛隊の海外派遣に
ついて物議を醸した、 自衛隊法 100 条の 5

｢……航空機による国賓、 内閣総理大臣そ

の他政令で定める者……｣ のその他政令で

定める者が、 難民も含むかどうかが問題と

なったことは、 承知のとおりである。 ここ
で問題としたいのは、 ｢政令で定める｣ で

ある。 立法機関が、 内閣や省庁に白紙委任
をすることである。 この内閣や省庁に委任
して、 国民のチェックがないこと である。
所謂命令制定手続 (行政立法手続) を統一

　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　

法に規定すべきである、 とするの
が二点目

である。

規定の技術上の問題は別にして、 行政書

士が実務の上で、 疑問をもつ省令が、 かな

りある。 例えば、 健康保険法55条の資格喪

失後の継続給付の受給手続である。 同法20

条の任意継続被保険者の資格要件には、手

続期限を法律で定めているのに、 同法56条

は、 定めておらず又委任もしていないのに、
同法旋行規則48条において、 その手続期限

を定めている。 この期限を経過して手続を

とったところ、 同規則48条を根拠として認

められなかったのである。 これが問題とな

って、社会保険審査会へ再審査請求がなさ
れた事件がある。 これに対して審査会の裁

決は、 ｢請求人は、 昭和49年 8 月 26日に被

保険者資格を喪失したが前記施行規則に定
められている被保険者資格喪失後10日以内

に受給届の提出を行わず、 約 3 ヶ月後の昭

和49年11月 19日に受給届を提出しており、
届出期限が著しく遅延していることは、 受

給手続の適正を期す面からみて遺憾である
といわざるを得ないところである。 しかし

ながら、 資格喪失後の継続給付については、
法に規定する受給要件を備えることにより

受給権が生ずるものであり、 施行規則に定

められている届出期間中に届出がおこなわ

れなかったことをもって、 法に規定する保

険給付を受ける権利を否定もしくは制限す
ることはできないものである。｣と裁決した。
このような不利益処分は、 事後手続によ

って解決するのではなく命令制定手続の事

前のチェックにより防止することができる

の である。

以上拙い私見を述べてみましたが、 会員

諸公のご批判を期待する。 (日本行政書士
会連合会行政手続法調査研究特別委員会委員)

◆
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‐会費の納入に
ついてお願い一

経 理 部

平成 2年度の会費納入期日がすぎており

ます。 未納の方は至急納入されますようお

願い致します。

ついては、 長期滞納者 (会員 4 名 ･廃業

者 1名計 5 名) に対して、 2月 8 日それぞ

れ管轄簡易裁判所に支払命令申立書を提出

したところ、 4 名 (会員 3 名、 廃業者 1名)

からは金額納入されましたが、 1名の会員

については未納のため、 3月 4日管轄簡易

裁判所に仮執行宣言申立書を提出しました。
また、 前年度において、 仮執行宣言付支払

命令が確定しているにもかかわらず未納の

会員については、 強制執行 (差押え) 申立

をするよう手続き中であります。
なお、 会費は会の存立を支える重要な資

金でありますから、 今後とも滞納整理の促

進に努めますので、 会員皆様のご協力をお

願い致します。

◆

一蝉成2年の業務に係る
鍾計報告の提出について一

総 務 部

平成 2年の業務に係る ｢年訃報告｣ の用

紙を 1月号会報に同封してあります。 提出

期限は 3月 3l日でありますので、 必ず提出

して下さい。 ただし、 平成 2 年中に入会し

た会員は報告を要しません。

ー小樽支部事務局移転一

この度、現北川小樽支部支部長は、病気

療養のため当分の間小樽支部の事務及び諸

連絡に関し、 下記に事務局を移転致しまし

たのでお知らせします。

記

小樽市潮見台 1丁目19番 8号

事務局 橋 本 榮
電話( 0l34 ) 27一3341番

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　 　　　 　　　　　　

◎車庫関係法令の
整備について

平成 3 年 1月 31日付官報をもって ｢自動

車の保管場所の確保等に関する法律施行令｣

及び ｢道路交通法施行令｣ の一部を改正す

る政令が公布され、 また同日付をもって関

係語政令、 規則の整備をはかられ公布され

たので、 この官報の縮少版を作成し、 さる

2 月 4 日付北行第 193 名 ｢商法等の一部改

正に関する資料の送付について｣ に同封し

て送付しましたのでご了知下さい。

ご せ い 去

支部名 会員番号 氏 名 死亡年月日
'

十 勝 2 8 7 2 横山 三郎 2 , 12 , l6

メフ 5 4 9 野際 荘… 2 , 12 , 20

乙7 2 9 9 7 由渕 洋 2 , 12 , 24

札 幌
(手稲区)

2 6 8 6 井上 照 2 , 12. 3 1

(西欧)
L 6 8 1 藤田 利行、 3 , 1 . 11

(札幌中外)
1 7 7 9 竹田 治雄 3 . 1 - 17

十 勝 3 13 4 竹間 知男 3 . 2 , 1

ノン 5 7 1 平賀 昌夫 3 . 3 . 7

こに謹んで、 ご冥福をお祈りします。
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= 本会の主要行事 =

月 □

2. l 2. 1 8

行 事 名 時 間 開 催 場

北海道商工会連合会と業務打合せ 12 : 00^) 13 ; 30 札幌後楽園ホテル

1 9 第 4回常任理事会 13 : 00 ^)17 : 50 大通公園ホテル

2 0 ｣r“翫 転漱ぎ★ハヘとの業務打合せ 12 : 00() t3 : 30 札幌後楽園ホテル

2 2 法制定40周年記念誌編集打合会 9 : 30 ~ 12 : 00 本会会議室

2 6 行政書士登録調査委員会 16 : 00 ()l7 : 00 Zソ

2 7 官公署等年末挨拶廻り 9 : 40() 12 : 30

2 8 " ′′ I3 : 30 ^) 14 : 30

2, 12, 2 9

3. 1. 3
年木耳短休ロ

3. 1, 4
#ゞ′-一月▲‐“料八

8 工二"△三 官公署等新年挨拶廻り lo : 00 ^)12 : 00

ノン 第 2回正副会長会 13 : 00{) 17 : 20 本会会議室

2 9 行政書士登録調査委員会 16 : 00()17 : 20 れフ

2. 6 ~ 7 東北地協と北海適地協との交流会 13 : 00^) 1l : 00 函館市湯川 臥牛荘

2 1 第 3 回 m ,.… ' 別委員会 13 : 00^) 17 : 40 大通公園ホテル

イン
(仮称) 設置に係る事前打合会

同 上

14 : 00() 17 : 10 本会会議室

2 2 lo : 00 ~ 11 :00 たソ

ノン 第 3回理事会 13 :00 () 17 : 08 エルム会館

2 3 第3回支部長会及び支部長協議会 lo : 00 () 17 : 00 北農健保会館

2 5 行政手続法調査研究委員打合会 13 : 00 ^) l4 : 30 本会会議室

2 8 行政手続法調査研究資料収集 lo : 00^) 17 : 00 札幌市内

3. 8 第 1回行政手続法調査研究委員会 I3 : 00 ( 4 7 : 0O 本会会議室
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= 支 部のう ごき - ･
支 部 研 修 会 開 催 状 況

注 : ( ) は通知人員

支部 月 日 場 所 研 修 科 目 講 師
受講
者数
研修
種別

函館 2 1 2.11 れ島計馴廻り占
+ 眥#"羊の

輸送係長 大久保隆春 17
一 般

メ7 " 12.25 函館市役所 函館市関係指名願の作成 函館市役所用度課
主査 渡部英雄

( 150 )
16
メフ

空知 ノン " 15 ホテルスエヒロ 改正会社法 ･有限会社法 支部長 新川 司
( 109 )
22
"

上川 イアーQ 25
旭川市
神楽福祉センター

民法契約関係をめぐる理論と
実務 弁護士 岡部信之

( 128 )
16
乙ゾ

ノン " 11･17 “ “
商法等の一部改正 支部監事 高橋正利

G 28 )
18
′′

メソ メソー2. 8 旭川市勤労者福祉会館 建設業許可申請の作成と要点
道土木部管理課
審査係長 尾形 顫

( 128 )
26
"

メン 3. 1 18 旭川市パル三愛
こね“貫召i: - “ 濾す関する
法律

支部副支部長
川股英慈

( 128 )

18
ズ7

留萠 2. 8.25
留萌市
消費生活センター

行政書士業務の実際 支部長 捻金昭三.
( 17 )
lo
ろ7

たフ " 11 24 " " 相続の実務と税金 税理士 山下幸人
( " )
9
メフ

え7 ズアー2. 8 挺朝l市勤労者福祉会館 建設業許可申請の作成と要点
道土木部管理課
審査係長 尾形 顕

( 17 )
4
メア

ノン 3 2. 9
留萌市
消費生活センター 報酬額の実務的運用 支部長 捻金昭二

( 17 )
10
メソ

宗谷 れ7 1.l2 道北産経会館 法律の実務 支部長 川村大陸
1 )
7 ハゾ

網走 2 1 0, 9 網走市セントラルホテル 建設業許可中語事務の進め方
支庁建設指導課
土木係長 高林幹夫

( 109 )
30
′′

メソ ノン LO.雄 ズ硯禰 聯センタ- 財務諸長の作成
北海学園大教授

阿摩滅洋古
( 109 )
18
ノン

メフ " 11 21 北見市民会館 イン
メソ

之7

( 109 )
l9
′′

室蘭 3 1.19 北海ホテル
,前方、【“' -〉ノ、)

‐-“←寸に関する
法律実務
･行政書士の心構えと中央情勢

支部
副支部長 柴田政夫
本会副会長 後}杵邦彰

( 55 )
13
メン

メソ 3, 2,16 室蘭中トハ業センター
｢出入国管理及び難民認定法｣
と ｢外国人登録法｣

支部 ,
副支部長 柴田政夫

( 54 )
11
ノン

釧路 “ 1.29 釧路福祉会館
･物流二法関係

･ プリペードカー ド法関係

釧路陸運支局
輸送課長 上野正弘
輸送係長 池上孝義
支部理事 佐藤栄一

( 5 7 )
18
メン

- 7 ー



平成元年年計報告の分析帖果
総 務 部

平成元年の年計報告は、会員の皆さんの 昭和60年から平成元年までの年計報告提出状況

年区分 提出該当者数 提 出者 数 提 出 率
60 1 4 3 2人 1,3 5 3人 9 4,5 %

61 1,4 5 7 1,3 3 4 9 1 6

62 1,4 4 2 1,2 8 5 8 9.1

63 1,4 3 8 1 3 1 3 9 1 2

兀 1)4 0 6 1,2 8 1 9 1.2

御理解と御協力によって提出率は 91 2 %、
昨年と同率になりましたが、 なお、 正確な

分折を図りたいので、 今後とも一層の御協

力をお願いします。

報告者の業務の有無別割合 (平成元年)

支 部 名
業 務 の な かっ た人 業 務 の あ っ た 人 計

専業 兼業 計 A 割合合専業 兼業 計 B 割合号専業 兼業 計 C

札 幌 48
人
66
人
114
人
24 .8
%
14 1
人
204
人
345
人
75･
芽 189
人
270
人
459
人

函 館 10 14 24 l8 .8 47 57 l04 8 l.2 57 7 1 128

小 樽 2 7 9 15.O 16 35 51 85.0 18 42 60

空 知 8 6 14 14 .O 37 49 86 86 .O 45 55 100

旭 川 16 8 24 2 0.9 41 50 91 79.1 57 58 115

留 萌 0 0 0 0 ･0 8 7 15 10 0･0 8 7 15

宗 谷 2 11 3 30 .O 2 5 7 70･0 4 6 10

網 走 5 10 15 16.2 33 5 1 84 84 .8 38 6 1 99

室 蘭 2 3 5 9 .8 23 23 46 90.2 25 26 6 1

苫 小 牧 6 7 13 2 9.5 11 20 31 70. 5 17 27 44

日 高 0 0 0 0･0 7 9 16 100･0 7 9 16

十 勝 9 = 20 16 8 36 63 99 8 3.2 45 ワ4 l19

釧 路 6 2 8 l5 .7 17 26 43 84 .3 23 28 5 1

根 室 2 2 4 28 .6 5 5 10 7 1.4 7 7 14

1,28 1計 116 137 253 19 .8 424 604 L 028 80 .2 540 741

#



平成元年にかかる年計報告提出者数
平成 2年12月28日現在 (最終)

区

分

提
出
義
務
者

提 出 者 提

出

率

提

出

率

前

年

度

三 H
未 u
ま で

四

月

五

月 月

七

月

八

月

九

月

十

月

十
一
月

十
二
月
話

札

幌

中 央区 130
人
頭
ハ
巡
人
t
人
25 6

人 ^人
10 2

人 ノ＼
n 4

43

87.7
%

93.5

89 ,3
%

82 4北 区 46 19 6 9 5 4

東 区

白 石 区

厚 別 区

6玉 26 6 2 5 4 f上 3 11 48 78 7 79.3

54 20 5 8 3 6 42 77.8 86.O

5 2 4 80.0

豊 平 区 72 21 9 2 18 5 7 63 87.5 88.2

南 区 27 12 3 8 2 1 26 96.3 9 6,4

西 区 44 12 5 2 10 2 9 2 - 42 95.5 84 . 1

手 稲 区 19 7 ‘1 4 3 "上 17 89,5

8 3.8そ の 他 74 22 b 4 12 2 圭3 2 印 8 1 1

計 532 194 56 11 100 33 2 弍 54 8 ず1 459 86.3 86. 1

函 館 138 66 16 2 3 1 5 7 1 128 92.8 96 0

小 樽 65 37 5 11 1 5 60 92,3 9 5 6

空 知 104 61 lo 2 22 5 1 7 l 1 100 96.2 94.6

旭 川 122 64 14 2 30 3 1 1 9 1 116 94 3 94 3

留 萌 萌 施 11 2 11 l 15 100･0 l00･0

宗 谷 = 6 2 1 10 90.9 100･0

網 走 102 55 7 2 14 3 2 12 4 - 99 97. 1 90.9

室 蘭 52 30 5 9 3 1 l 2 51 98, 1 98 ,1

苫 小 牧 46 24 2 也上 12 3 1 1 弍 44 95.7 96.O

日 高 16 8 3 2 1 l 16 100･0 9 4 4

十 勝 127 65 13 20 5 11 4 119 93,7 9 6. 2

釧 路 56 27 5 4 8 L 4 1 1 5l 9 1,1 94.6

根 室 l9 5 4 l 3 11 14 7 3 7 7 0.6

/j、 計 873 439 86 19 l63 30 6 3 69 l5 2 8 22 9 4.2 9 4 ,3

合 計 上405 633 142 30 263 63 8 3 L13 23 3 1 28 1 9 1 2 9 1,2

t

ー 9 -



平成元年年計報告集計表 (専 業 者 )

紙
業 務 区 分 支

部
別
の
件
数
率

支
部
別
の
報
酬
額
率

運 輸 交 通 建 設 ･ 土 木 風 俗 ･ 衛 生 民 事 農 地 経 理 労 務 そ の 他 合 計

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

本L 幌
件

323,231
千円
598、267

件
1 858

千円
89,91g

件
291
千円
6,063

円F
1,995

千円
71,127

件
192 霰甲 件

1,434
千円
55,261

件
4 512

千円
89,494

円L
42,074

千円
52,699

件
375,587

千円
966,911

% %

函 館 57,358 30,め6 563 29,985 45 896 752 11,347 271 5,489 2ね G 570 877 65 493 245 4,262 卸3 83 154 347 72 7 9

小 樽 162 L 026 316 8,521 114 1,727 11 305 886 15,963 3.952 22･968 104 1、210 5 545 51,720 0、7 2.6

空 知 6,19!′ 23,070 489 25 360 3 33 340 4,273 286 8,762 448 182 10 34 569 262 3,S62 8,059 83,839 1･0 4 3

旭 川 2,130 16,944 591 24,814 27 312 828 11,480 161 3,381 291 10,202 436 84 08 473 3,520 礼937 79,06A 0.6 4.0

留 萌 51 353 288 7,530 10 174 881 7,031 72 4,014 122 3ナノ56 24 287 305 1 718 1,753 24,863 0,2 1.3

宗 谷 1 160 29 44 5 23 ^ 4 12 ‘ 2 3 L 171 2,982 0･1 0,2

網 走 16-636 18 950 795 28-770 7 166 785 13,025 160 3,232 711 32.140 224 G 298 169 3,321 19,487 104 902 2.3 5,4

室 蘭 74,436 盤･955 319 11,104 35 894 209 4,508 46 614 73 18 96 87 1 829 126 1話48 75,331 I08,948 a o 5,6

苫 小 牧 1 263 2、580 505 10,622 4 935 13 864 66 1、即0 ′30 1,426 1、出1 18.227 0 2 0.9

日 高 235 1 162 135 3,129 1 46 124 1,168 108 2,309 21 189 24 187 111 644 759 8,834 0,1ミ 0･5

十 勝 1344 70 120、015 780 27,917 39 409 182 2.2B2 Z76 3,760 482 14、941 756 17,024 416 4,642 137J O1 190 990 16.3 9.8

釧 路 144 521 1229 27 272 8,481 2 28 253 3,643 18 153 244 14,047 327 6,054 87 1,520 M 5、724 156,853 174 8.O

根 室 23 168 7 326 30 175 6 268 1 " 21 352 88 l,306 ○l ･ 0･1

計 761 573 1、025,667 6、923 276,501 464 9 955 6,51o 132,662 1,607 36 369 5,OSO 174,992 u、253 217,611 44 425 80,027 837、805 1,953,783 100.o 100･0

業務別の率 90 9 52 4 0.8 14.2 0･1 0.5 0.8 6 8 0,2 1.9 0.6 B o 1.3 u i 53 4 1 100 0 臘0＼ ＼
前年の業務
別の率 % 89.9 52 0 0･7 13 1 0･1 04 0,8 6 7 0.2 1.9 0.6 96 1,6 11 0 6颪 53 100 0 臘o N ＼

-
-
5
-
-
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平成元年年計報告集計表 ( 兼 業 者 )

紙
業 務 区 分 支

部
別
の
件
数
率

支
部
別
の
報
酬
額
率

運 輸 交 通 建 設 ･ 土 木 風 俗 ･ 衛 生 民 事 農 地 経 理 労 務 そ の 他 合 計
件 報

酬
数 額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

椴 件
酬
類 数

報
酬
額

件 報
酬

数 ｢ 額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

札 幌
件
9話04 37, 75

字手
2,900

千円
105 279

件 千円
1、454

件
1,994

千円
42,714

料 千円
8,475

件
L 391

千円
96,611

件
2.677

千円
73,680

件
1、篤0

千円 件
14 733 19、652

千円
379,621

% %
29.2 33 2

函 館 2,343 6,803 619 20之54 18 1 251 628 = ,441 306 7話64 431 I4、975 39 1 l28 223 1,962 4 606 64 968 6 8 5 7

小 梍 85 649 1,214 4G 489 7 369 151 5,784 116 3,370 2,095 44 241 5,210 lo、402 61 939 8,939 112 243 13 3 9 8

空 知 G 290 15-367 749 32 983 1 20 270 5,341 859 23,579 I19 12 326 80 4,084 3餌 6-610 8 669 100,310 12.9 8 8

旭 川 2、453 13、268 733 31 646 12 327 668 7、425 720 153 63 287 17,993 1,187 9 496 291 I 2,053 6,351 975 71 9.4 8 5

留 萌 55 295 55 3,027 282 5 6錠 24 948 9 291 - 245 1 072 670 n ,294 1･0 1 0

宗 谷 フ07 1、386 740 la 224 2 14 21 246 7 35 5 I23 64 235 9 55 !、555 203 I8 2 3 1 8

網 走 580 2,359 826 25、653 6 106 818 7,652 548 10,926 347 36,414 384 5,099 242 2,569 3,751 90.778 5 6 7 9

室 蘭 3総 1,885 460 11,902 ~ 142 2,945 74 837 8 106 59 635 62 1 130′ L u 3 194 40 災? 1･7

苫 小 牧 206 ] 204 799 27,613 1 16 2お 7、152 “ 470 533 16,076 425 36 665 53 1‘264 2,254 90.460 33 7.9

日 高 66 403 463 12,868 1 12 278 3,563 192 4.747 12 60 4 63 30 599 1.046 22,315 1 5 2 0

十 勝 27 265 2,419 51 750 3 440 394 6,651 719 12、216 419 12,636 280 6、181 4l3 2,373 4.674 92,512 69 8は

釧 路 2,430 7P 01 188 5、731 62 1 252 898 12話62 78 1,423 68 I,595 206 5,712 40 流裝 3 960 35･427 59 31

根 室 = 103 52 2,664 l9 282 8 200 65 L 458 ? 471 9 ]" 170 5 355 0.2 0.5

計 24 675 886 63 12、207 396.083 175 5,261 6,778 119、019 4,116 89,753 6 778 2539 05 1O6 22 153,851 a 059 36、077 67/毒m 1、142 612 10Q〇 1〇Q O

% 366 7 8 l8.1 34 7 0.3 0,5 10･1 104 G l 78 8 6 222 157 135 4 5 幻 『 鯏＼＼
りの率 % 4],5 ′2 14.O 四郎 0,4 0 5 10.5 10.9 6.1 83 7.9 " .2 15 1 I3 7 4.5 擬 鱒。-凹0へ ＼

-i
ニ
ー
-
-



計 )平成元年年計報告集計表 ( 合

紙
業 務 区 分 支

部
別
の
件
数
率

支
部
別
の
報
酬
額
率

運 輸 交 通 建 設 ･ 土 木 風 俗 ･ 衛 生 民 事 農 地 経 理 労 務 そ の 他 合 計

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

件

数

報
酬
額

札 幌
件

332,芻5
千円
635,942

件
4,758

千円
196,198

件 千円
7.517

件
3,989

千円
113･841

件
636
千円
12,656

件
2,825

千円
150,872

件
7,189

千円
163、174

件
43話54

千円
67,432

件
3952 39

千円
1.346,532 褪矛 館野

函 館 59,701 37,10g 1,182 502 39 63 2,146 1,鴛O 22,788 576 12,653 702 21,545 916 66,621 468 6,214 649 88 219,315 7.2 71

小 櫃 247 1,675 15 30 55,010 7 お9 266 7.511 127 3,675 2、鱒1 602 04 9、162 33,970 九65 21 49 質料
84 163,963 1.6 5 3

空 知 12-僻7 綿忍37 1、238 58,343 4 53 610 9.614 1,145 32,鋭1 567 30,536 , 114 4 653 563 " ,172 167第 184.149 1.8 6.0

旭 川 4,閃3 30-212 1,324 56,460 39 630 1,496 18.905 881 18,744 678 28話95 1 623 17,904 764 5,573 11,288 176,632 1.2 5 7

留 萌 106 釦8 343 10、557 10 174 1,163 12,692 蜘 4 962 131 4,047 24 287 550 2,790 2料23 36,157 0.3 1.2

宗 谷 1,臨7 4,330 745 18,247 2 M 第 258 7 3S 5 1“ 64 235 n 聡 2,726 23,300 0.3 0,8

網 走 17,216 21,309 1,621 54,423 13 272 1、603 206 77 708 14-158 L 058 68,554 608 10,397 411 58 90 23.238 195,680 2.6 G 3

室 蘭 74-7顔 開,840 769 23,0第 35 894 351 7銘53 120 1,451 81 2,㈹2 l46 2,464 188 2,278 76-444 128.388 8.4 4.1

苫 小 牧 1,469 3.784 し304 38," 5 5 951 2笏 8,016 22 470 599 l7,876 425 36.665 83 2,690 4、135 108、687 0.5 3.5

日 高 301 1,665 5醍 15,擬7 2 58 402 4 731 300 7,056 鞘 249 28 250 141 12 43 1,805 31斗49 0.2 L o

十 勝 134 197 120･芻0 3話99 79,667 42 849 576 8,933 995 15,976 901 27,677 L 036 23,205 B29 7,015 141 775 283･502 157 9.1

釧 路 146,951 129,928 460 14 212 64 1,第0 1,151 16 805 % 1,576 302 16,642 533 u ,766 127 2,071 149,6B4 192、第0 16.5 6.2

根 室 34 271 59 2,9卸 0 0 49 457 14 468 65 l,475 7 471 即 529 258 6 661 0･0 0,2

計 786･248九･114‐e絹0 19、130 672、584 639 15、216 13,288 251.681 57 23 126,121 10-828 4288 97 21-B
75 371、462 47.484 11G 104 905,215 3,鯛6,395 100 0 100･

0

業務別の率
% 86.9 36 0 24 217 0-1 0.5 15 8 1 0.6 4.1 12 13.9 24 12 0 5.2 37 100･0 ＼＼

年の業務
86.2 366 1･7 18 8 0･1 0.5 1.6 8 1 0 6 4.1 l.2 157 26 11.9 G O 4.4 100 0 M＼

-
-
｣
N
-
-



車 庫 証 明 業 務 調 平成 2年12月28日現在

-
-
｣
④
--

区 分

62 年 63 年 元 年 比較 (元年 - 63年 ) 1 件あたり報酬額

取扱

人数
件数 報 酬 額

取扱

人数
件数 報 酬 額

取扱

人数
件数 報 酬 額

取扱

人数
件数 報 酬 額 62年 63 年 元 年

札 幌 38 16,882 71, 672,600 43 16,048 74 114,483 46 20,476 94,204 14 9 3 4,428 20,089,666 4 24 6 4,618 ※ 4 60 1

鰯 館 15 10,363 14 266, 140 21 9,275 14 539,520 23 20,058 14,643,072 2 10,783 103,552 L 377 L 568 ※ 730

小 橙 8 14 6 722, 100 8 162 915, 350 6 228 1,300,850 △ 2 66 385,500 4,946 5 650 5,705

空 知 11 499 2,408,740 17 1,937 8,320,49 0 15 2,415 10,791,097 △ 2 478 2,470,607 4 827 4 296 4,468

旭 川 16 2,712 13,第7,280 18 2,545 11, 179,070 20 3,895 20,065,4 10 2 1, 350 8 886,340 4 899 4,393 ※ 5, 152

留 萌 4 48 329,740 6 59 598,450 5 102 598,975 △ 1 43 525 6,870 10イ143 5 872

宗 谷 5 3,695 7,037,760 5 3,950 7,269,360 4 上 848 3,975,800 △ 1 △2, 102 △ 3,293,560 1,905 1,840 2, 151

網 走 23 1, 172 3,904 580 18 1,392 4,210, 160 28 2,126 6,798 250 10 734 2,588,090 3, 332 3,025 ※ 3, 198

室 蘭 10 1,第6 7,59 1, 240 11 1,616 10, 539, ]4 0 12 2,052 13,076, 114 l 436 2,536 974 5,902 6, 522 6, 372

苫小牧 7 330 1,429,800 8 868 3.508,700 8 468 2,022,300 0 △ 400 △ 1,486,400 4 333 4,042 4,32 1

日 高 5 110 546, 260 3 245 L 056 550 4 26 1 1,282,744 1 16 226,194 4 922 4,312 4 915

十 勝 13 25, 506 24,705,950 15 32, 170 30･229,500 16 34･718 34, 134,890 1 2, 648 3,905,390 969 940 983

釧 路 11 3,792 8 ,159 428 16 5,961 11,052,145 14 5,483 12,304 660 △ 2 △ 478 1,252,515 2話52 1,854 2,244

根 室 2 10 50,000 3 13 76, 160 4 29 196 000 1 16 119,840 5,000 5,858 6 759

小 計 130 49, 670 鋭峰39,018 149 60, 193 103 494,595 159 73,683 12 1 190, 162 10 13 490 17,695,567 1･700 1,7 19 ※ 1, 645

合 計 168 66,552 156, 111, 618 192 76,241 177,609 078 205 94 159 215,394 3 11 13 17,918 37,785,233 2 346 2,330 ※ 2 288

(※前年対比減)



超編集後記二川

◇時が流れ~ 季節の頁がめくられる。 3 月。 雪

のドは春である。

◆行政書士にとって借地 ･借家法はいわば必須

科目のようなものだが、 この借地 ･ 借家法が

50年ぶりに大幅改正されることになった。 法

制審議会の民法部会がまとめた改正要綱案を

みると、 定められた契約期間で借地関係が終

了し~ 更新のない ｢定期借地権｣ の創設や、
転勤などの場合、一定期間に限って家を貸し、
期間の終了後は必ず返してもらえる借家制度

を新設するなど貸主の権利強化が図られてい

る。借地 ･借家法の改正案は今国会に提出さ

れる予定だが、市民生活に大きな影響を及ぼ

すものだけに国会審議は難航しそうだ。
実務の第 -線にある我々としては、 国会の

審議を注意深く見守りながら借地 ･借家に関

する事案を処理していかなければならないだ

ろう。

◆日行達がさきごろまとめた昨年の ｢行政書士

110番｣ の利用状況によると、期間中(10月 1

H ~ 同 6ロ) に寄せられた相談件数は全国合

計で 1,3 32件にのぼった。 その内訳
をみると、

遺言、相続~ 金銭貸借など~ いわゆる民事に

関する相談が圧倒的多数を占め~ 許認可に関

するものは少なかった。 こうした傾向は ｢行

政書士 1 10番｣ に限ったことではなく、 本会

の各支部が行っている無料相談でもみられる傾

向である。

ところで、 遺言、相続、 金銭貸借など日常

の暮らしの中で生する身近な法律問題は~ 本

来、 市民に最も近いところで活躍することを

期待されている我々行政書士が扱うべきもの

である。 我々はこのことを自覚し、 許認可業

務同様、民事の分野にも力を注ぐべきである。

法律の実務家であり、 事務弁護士ともいわれ

る行政書士がこの分野で目にみえる実績をあ

げることができれば、 市民の信頼を獲得する

ことができるだろう。 我々が市民の良き相談

相手として~ 民事の分野で活躍の場を広げる

ことができれば~ ホームローヤーヘの道が開

けてくるかもしれない。

鰊 一 雄)
轡

ま ね "添なれ y た ろメそ な れ メ◇,珍;グを も ま
源れ
、
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